
　以下の３つの質問にお答えください。

質問１　

回答欄１
例：

質問２　

回答欄２
例：

質問３　

回答欄３
例：

以上です。ご協力ありがとうございました。

回答者：

回答期限：令和２年９月３０日（水）到着

外国人にも事業の企画・運営に関わってもらう。
（例えば、ボランティア見本市の委員としての登用など。）

その他、協働の場づくりになどについて自由にご記入ください。

回答先：協働推進課（同封の返信用封筒またはＦＡＸ（048-226-7718）・
　　　　メール(volun@city.kawaguchi.sataima.jp)あて）

第２回川口市協働推進委員会　委員意見等

「本市の協働の場づくりに係る意見等」

回答は、ご自身の経験に基づいたご意見の他、他市の事例等をあげていただくことも可能で
す。１つの質問につき、複数の回答ができます。

市の施策（例示）を踏まえ、「協働の場づくり」において、世代を超えて参加してもらうため
の仕組みをつくるには、どのような手法や工夫が考えられると思いますか？具体的な事例があ
れば、事例を挙げてお答えください。

高齢者向けの事業と若い世代向けの事業を連動させることにより、多世代交流をさせ
る。
（例えば、盛人大学の受講生と青少年ボランティア育成事業との連携）

市の施策（例示）を踏まえ、「協働の場づくり」において、外国人が参加しやすくなる仕組み
をつくるには、どのような手法や工夫が考えられると思いますか？具体的な事例があれば、事
例を挙げてお答えください。


